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祝 全員進級
先日行われた進級認定会議において、1年生238名全員の進級を校長先生から認めてい

ただきました。これは生徒達本人の努力と保護者の方々のご協力があったからこそなし得

たことだと思っております。深く感謝申し上げます。

今年度１年間、生徒達は比較的落ち着いた生活を送ってくれたと思っております。模試結

果からは一定の学力向上も見られました。しかし、学年のスタッフはこれからが勝負である

と考えております。４月からは、中堅学年の２年生となり、学校行事や部活動で主体的な活

動の場面が増え、生徒達はますます忙しくなると思います。そんな中でいかに自分の目標

に向けての行動を着々と進めていくことができるかが課題になります。中だるみの２年生

と言われますが、特にペースを乱しがちな時期は今の時期から夏休みが終わる頃までで

す。帰りが遅くなったり、朝食を抜くようになったりとか、お子様達の様子がちょっと変わっ

たかなという時には、自分を見失わないよう、激励していただければ幸いに存じます。

新年度もどうぞご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

合格体験発表会実施
去る３月１２日に今年度国公立大学に合格した６名の卒業生から合格体験談を発表しても

らいました。共通に述べていたこととして、できるだけ早く自分の志望校を決定し、大学研

究やオープンキャンパスに行って生の情報を仕入れる等早く準備を始めること。模試の解

き直しが有効であったこと。やはり普段の授業を大切にし、目の前のことを精一杯取り組む

ことの重要性を語ってくれました。



進路ガイダンス実施
去る３月３日に岩手大学、秋田大学、山形大学、秋田公立美術大学、岩手県立大学、はこ

だて未来大学、仙台大原簿記公務員情報専門学校（就職公務員対策）の方々をお招きし、

進路ガイダンスを実施しました。当日は土曜講習終了後に、希望する二つの学校のガイダ

ンスを生徒は聞きました。また、３５名の保護者の方々もご参加いただきました。各大学の

先生方からは、大学の説明だけでなく、今の時期にしておくべきことを熱心にお話いただ

き、進路選択の一助になったのではと考えております。今後はオープンキャンパスに自ら出

向いたり校外での進路説明会に参加する等、自発的な進路情報の収集に努めてもらいた

いと思います。

進路講演会実施
去る２月21日に進路講演会を実施いたしました。今回もベネッセの工藤佑哉氏をお招き

し、２，３月の高校生活の在り方、２年生に向けての学習の取り組み方についてご講演いた

だきました。また、夜は保護者対象の進路講演会を実施していただき、①規則正しい生活

なくして学習習慣の定着はあり得ないこと。②将来のことについて経済的なことも含め

て、親の希望をはっきり伝え、本人任せ、学校任せにしないこと。③テストの結果は必ず見

る。しかるのは誰でもできる。課題を見つけて励ますようにすること。④学校とのパイプを

太くするために保護者会や面談等は可能な限り出席し、子どもの生の情報を一番把握し

ている学校から仕入れること等が話されました。



今後の予定
４月９日（月） 新任式・入学式準備・入学式（１１：５０下校）

４月10日（火） 前期始業式・対面式・服装検査・身体測定・部紹介

４月12日（木） 委員会組織会

４月１３日（金） 午前授業、午後モスプロ講演会、部活動組織会

４月19日（木） 内科検診

４月20日（金） 面談週間（～26日）

４月23日（月） 生徒総会

４月27日（金） 第１回公開授業、ＰＴＡ総会

５月１日（火） 実力テスト（英数国）


